
 

 

 
事務所 〒980-0822 仙台市青葉区立町 9-7 仙台ＹＭＣＡ内 

TEL: 022-222-7533 ＦＡＸ 022-222-2952 

Email：migaku-katoken@mvd.biglobe.ne.jp  書記 加藤  研  
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 第１例会：毎月第３水曜日・第２例会：毎月第１水曜日  仙台ＹＭＣＡ 18：45 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

2016～2017年度 クラブ役員 

会    長 及川  浩美 地域奉仕  伊勢 文夫 メネット会長 松本 京子  

副 会 長 佐藤  剛 阿部 松男 ブリテン 本野 日出子 

菅野  健 会員増強  村井 伸夫 ユース 布宮  圭子 

書    記 加藤  研 吉田 俊一 ＹＭＣＡ 清水川  洋 

会     計 門脇  秀知 国際交流  佐藤  善人 直前会長 佐藤  善人 

監    査 高篠 伸子 ドライバー 菅野  健 担当主事 荒木 啓二 

 

 

 

１１月第１例会報告 

在籍者 １６名 出席者    ９名 メイキャップ ４名 出席率 ８１％  

メネット 名 ゲスト・ビジター  １名 ニコニコ １００００円 

２０１６―２０１７年度 主 題（Theme） 

国 際 会 長   Joan Wilson   (カナダ)  「私たちの未来は、今日より始まる」 

アジア 会長   Tung Ming Hsiao (台湾） 「ワイズ運動を尊重しよう」 

東日本区理事   利根川恵子   (川越）    「明日にむかって、今日動こう」 

北東部 部長    長岡  正彦 （もりおか） 「明日のために、いま土台を築こう」 

クラブ 会長  及川  浩美 「笑顔を絶やさず！」～ Keep  on  smiling ! ~ 

 

 

 

仙台広瀬川ワイズメンズクラブ 
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巻頭言               「岸 晴 れ（がんばれ）」             阿部松男 

11月中旬に私にとって1ケ月前倒しの大変うれしいクリスマスプレゼントが届きました。 

「西武ライオンズの岸投手が楽天に移籍」というビッグなプレゼントです。 

岸投手は名取の高校から東北学院大学に進みました。私の仕事場が東北学院大学の泉キャンパスであるため、 

入学した時から岸投手を知っていました。入学した岸投手は細身のごく普通の大学生でした。仕事の関係でほぼ

毎日顔を合わせていましたが大きく変わったのは3年生になってからのような思いがあります。 

野球部の監督さんから、「岸は大きく変わるよ」と聞かされたのもその頃でした。監督さんの熱烈指導のもと、 

トレーニングの効果で体も大きくなってきたのと同じころです。そして 4 年生の時には宿敵東北福祉大を破り大

学選手権大会に出場する原動力となりました。卒業にあたっては本人の指名ドラフトで西武入団となりましたが、 

当時できたばかりの楽天では獲得が難しかったのでしょう。少し寂しい思いもしました。 

それからの西武での大活躍は皆さんご承知の通りです。そして今年のＦＡで楽天を選んでくれました。 

年齢的にも楽天が野球選手仕上げのチームでしょう。 

楽天通のワイズは、「岸は火曜日の男だ」と今から言っています。 

4月からの火曜日は「岸の日」とするつもりです。幸い例会は水曜日ですので。 

「岸 晴 れ」とは、「岸選手の晴れ姿」と「がんばれ！岸」の意味です。 

 

 

                                        

 

 

         

 

  

                       今月の聖句                    吉田 俊一 

「今日ダビデの町で、あなた方のために救い主がお生まれになった。」 

                    ルカによる福音書２章１１節 

            

 

 

    

 

 

ヨハネによる福音書２０章２８節 

          

     

 

  

                      

                

                                

 

 

  創世記15章6節 
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【11 月第１例会報告 】 

日 時：11 月 16 日（水） 18：45～20：30 

場 所：仙台ＹＭＣＡ 

出席者：伊勢・及川・加藤・門脇・佐藤剛・佐藤善人・

高篠・松本・吉田 

ゲスト；ホテル専門学校職員の土橋啓太さん  

恒例の「使用済み切手整理」をしながらの例会となり 

ました。 

例会の企画は佐藤剛メン。 

11 月の第 2 例会での「ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ男子柔道監督・遠藤義

安さん」の話に触発され、障がい者スポーツに係る剛さ

んとしてもワイズの皆さんに更なる「障がい者スポーツ」

への理解を深めてもらうチャンスと張り切り、今夏の「岩

手国体開催」の準備段階の勉強会で使用された「障がい

者スポーツを理解するためのＤＶＤ」を持参し「視覚障

害」「聴覚障害」「身体障害」等々のお話をして頂きまし

た。 

（以下お話の概容） 

リオパラリンピックでの競技の迫力と面白さに圧倒さ

れましたが、健常者にはない「障がいの等級判定」の煩

雑さがあるとのことで、例えば視覚障がいの場合、 

「全盲 Ｔ１１」 

「手の形認知可・視力0.03まで視野5度以内 Ｔ１２」 

「視力 0.04 から 0.1 視野 20 度以内 Ｔ１３」 

等々のクラスに分けられています。 

視力だけでなく身体等に障がいがある場合はこの「等級

分けは」さらに複雑になり、競技者だけでなく大会運営

者のご努力には頭が下がります。 

また「全盲者のマラソン」には伴走者が共に走ります。 

ちなみに全盲者のフルマラソンの世界記録は 2:31:59 

日本記録は 2:33:46（リオでの猫ひろしは 2:45:55） 

常時 2:30:00 をキープ可能な伴走者を確保することも、

競技のレベルが上がったとはいえ、嬉しい悲鳴です。 

  

先日の「遠藤義安さんのお話」今回の「佐藤メンのお話」

で２０２０年東京パラリンピックへの関心が一層深まり

ました。 

 

 

 

 

 

【12 月第 2 例会報告 】 

日 時：12 月 7 日（水） 18：45～20：30 

場 所：仙台ＹＭＣＡ 

出席者：阿部・荒木・伊勢・及川・加藤・門脇・佐藤剛・

松本・吉田 

31 回目の「光のページェント」を２日後に控えた市内

はすでにクリスマスムード。我がワイズも負けじと、75

日ぶりに「ｽﾃｯﾌﾟ 2 研修」より解放された荒木さんを交え

楽しい例会となりました。(以下要点のみ) 

＜協議・確認・連絡・報告事項＞ 

１．「理事メセージの確認」…例会が充実していることが

原点・例会は会員維持の要 

２．12 月 21 日（水）入会式＆クリスマス例会 

18：30～「あだん」 

  ※例会に先だち多田修さんの入会式実施します。 

３．2 日実施の「YMCA クリスマス」伊勢実行委員長より

400 名に近い参加者。内留学生は 79 名。礼拝・食事・

イベントとも好評の大盛会の報告。（次Ｐ掲載） 

特筆は阿部松男メン・多田純子さん(入会予定多田さ

んの奥様)の骨身を惜しまぬ協力。感謝です！ 

４．23 日予定「街頭募金」荒木メンより「更なる協力を

お願いします。」とのお願い。 

５．富沢児童館から「クリスマスリース」「どんぐり・く

るみ独楽」を作成・提供した 

  伊勢文夫メンに「感謝のカードと写真」が贈られま

した。 

６．荒木メンから 

・2月 11 日職員全体会議に是非参加して下さい。 

・2 月 15 日から 3 月 28 日の間、ＹＭＣＡ会館は耐

震工事・プール内工事のためご迷惑お返します。 

   

＜2017 年 1 月以降の主な予定＞ 

1 月 11 日（水） 第 2例会 

日時未定    新年合同例会（仙台クラブ担当） 

2 月 13 日（金）ホテル専門学校「模擬結婚式」 

        10:30～14:00 YMCA 4F ホール   
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【北東部評議会及び映画鑑賞会報告】 

11 月 26 日、仙台ＹＭＣAにおきまして第 2 回北東部評

議会が開催されました。クラブの活動状況で広瀬川クラ

ブは 10 月の「お泊り例会」などを報告しました。 

主な議案では、次次期部長が仙台青葉城クラブから輩出

することになりました。また、東日本区の定款改訂の件、

北東部のバナー製作の件、北東部のエリア分割の件など

が審議され、バナーは次回評議会で最終決定する事。エ

リア分割はさらに部自体の分割案も出され継続審議とな

りました。各委員から活発な意見が出され、充実した会

議となりました。 

 その後、仙台市民活動サポートセンターにおいて「飯

館村の母ちゃんたち 土とともに」の映画鑑賞会が行わ

れました。福島原発事故後の飯館村のおばあさん達の笑

ってないとやってらんねぇとパワフルな生活を描き、逆

に原発事故の悲惨さを強烈に感じさせる作品でした。上

映後には監督の古居みず江氏の講演があり 90 名ほどの

来場者は熱心に聞き入っておりました。 会場献金は

31,200 円が集まり東北ヘルプ理事福島 HOPE 代表 木田

様へ贈られました。 

 

留学生と共にクリスマスを！ 

 

 

 

 

 

 

 

仙台ＹＭＣＡクリスマス祝会が去る 12 月 2日（金）に行

われました。 

今年は 45 回目の節目の年となり実行委員一同努力を

重ねたくさんの企画を立てていただきました。特に留学

生の参加者を昨年の倍増計画を目標し、ほぼ目標通り（80

名）の参加となりました。また是非来年を参加していた

だけるようにと食事内容の充実と交流の場を工夫してみ

ました。 

クリスマツリーの設置・ケーキづくり・女性コーラス

ス・留学生コーナー・3 クラブメネット会による多種多

彩なメニューによるおもてなしがありました。 

アンケートの結果、「来年も参加します」との記入がたく

さん得ることができました。 

厳粛な礼拝を守ることもできました。これもひとえに

協賛企業の方々に寄贈品や広告をいただいたことはもち

ろんのこと、チケット販売も増額を得、たくさんのボラ

ンティアに支えられての取り組みがあったためと考えて

います。総参加人数はホールが満杯となる 400 人にもな

りました。更に裏方の調理場ではノロウイルスにも負け

ずメネット会の皆様方が腕をふるって仙台の味を提供し

ていただきましたことにお礼申し上げます。 

ゲーム・抽選会・クリスマスカードコンテストの景品、

専門学校生が作ったサンタパンのプレゼントには喜びあ

ふれた笑顔を見ることができました。実行委員皆が心一

杯活躍する一日となり、盛会裏に終えることができ、感

謝申し上げます。ありがとうございました。 

                

 

合唱：ラ・カンパネッラの皆さん 

 

 

 

 

 

実行委員長 伊勢文夫 

仙台広瀬川クラブ 

礼拝メッセージ：佐藤真史牧師 

編集後記 

あっという間の１年でした 

皆様 メリークリスマス！ そして良いお年を！  

Ｈ．Ｈ 
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